
■　その他の社会連携活動
・静岡大学–ヤマハ発動機共同研究講座スマートファクトリー領域担当
・理化学研究所AIP客員研究員
・講演「姿勢推定を用いた組立作業の工程分解」
　(精密工学会第4回画像応用技術専門委員会, 2021)

■　相談に応じられる関連分野
・自然科学データのリアルタイム分析
・スマートファクトリー、バイオDX
・ストリームデータ基盤開発
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キーワード：リアルタイム分析、異常検知、省メモリアルゴリズム、ストリームデータ基盤

■ 個人研究者　　□ 研究者・学生等による共同プロジェクト　　□ プロジェクト研究所
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・　 クラウドサービスの普及とIoTの発展に伴い、人や社会に関わる多様な事象のデータ利活用が広がっていま
す。観測系から常に生成され続けるストリーム型のデータでは、観測系の変化や異常をいち早く検出するリ
アルタイム解析への応用が期待されています。

・　 本研究では、このようにストリーム型ビッグデータのインメモリ管理を実現するソリューションとしてデー
タ要約 (summary) と呼ばれる情報圧縮技法を扱っています。

・　 サマリと呼ばれる超軽量データ構造を構築することで、任意の関係クエリに対し、高速に応答することが可
能となります。
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・　 自然科学データ (地震観測網データ、天文測光データ) の突発現象をリアルタイム検知する共同研究を推進
しています。

・　 極地や閉システムのリアルタイムデータ解析、例えば予兆検出や異常検知に興味のある方はお声がけください。
・　スマートファクトリーやバイオDXといった融合領域研究も進めています。
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【代表的な研究テーマ】

□ ストリームデータの要約
□ データ駆動の科学発見
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